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《
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
（
優
秀
賞
） 

》

播
磨
ヤ
マ
ト
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
播
磨
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

澤
中
　
希
愛

（
播
磨
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）
剣
道

澤
田
　
芙
月

（
奈
良
大
学
付
属
高
等
学
校
）

（
Ｓ
Ｃ
21
は
り
ま
）
剣
道
【
団
体
】

日
数
谷
　
隼
人

（
神
港
学
園
高
等
学
校
）

（
Ｓ
Ｃ
21
は
り
ま
）
陸
上
競
技

中
谷
　
澪
音

（
神
戸
第
一
高
等
学
校
）
陸
上
競
技

花
神
　
未
來

（
播
磨
中
学
校
）
陸
上
競
技

進
藤
　
す
ず

（
播
磨
中
学
校
）
陸
上
競
技

筧
　
琉
翔

（
明
石
ボ
ー
イ
ズ
）
野
球

川
上
　
慧

（
明
石
ボ
ー
イ
ズ
）
野
球

岡
本
　
愛
斗

（
神
戸
国
際
大
付
属
高
等
学
校
）
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

竹
中
　
凜

（
三
田
松
聖
高
等
学
校
）
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

原
田
　
優
飛

（
日
本
体
育
大
学
）
陸
上
競
技

《
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
（
奨
励
賞
） 

》

松
本
　
宗
士

（
は
り
ま
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
少
林
寺
拳
法

石
野
　
蒼
真

（
は
り
ま
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
少
林
寺
拳
法

若
林
　
咲
希

（
は
り
ま
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
少
林
寺
拳
法

スポーツで活躍する人たちを表彰しました

令
和
５
年
度
播
磨
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
や
、

権
威
あ
る
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

播
磨
町
出
身
の
選
手
及
び
指
導
者
の
表
彰
式
が
２

月
10
日
に
中
央
公
民
館
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。
（
敬
称
略
）

《
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
》

上
田
　
佐
登
美

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
垣
　
恵
二

（
錬
心
舘
空
手
道
　
播
磨
支
部
）
空
手

《
ス
ポ
ー
ツ
勲
功
賞
》

田
中
　
信
行

（
播
磨
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ
）
剣
道

齋
藤
　
卓

（
播
磨
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ｂ
）
剣
道

梶
谷
　
達
郎

（
播
磨
中
学
校
）
陸
上
競
技

山
口
　
勇
雅

（
播
磨
南
中
学
校
）
陸
上
競
技

桝
田
　
結
永

（
播
磨
中
学
校
）
陸
上
競
技

大
西
　
莉
央

（
播
磨
南
中
学
校
）
陸
上
競
技

光
吉
　
真
依

（
播
磨
南
中
学
校
）
陸
上
競
技

𠮷
川
　
美
海

（
播
磨
南
中
学
校
）
陸
上
競
技

角
　
侑
哩

（
播
磨
南
中
学
校
）
陸
上
競
技

荒
木
　
理
緒

（
播
磨
南
中
学
校
）
陸
上
競
技

小
西
　
拓
実

（
播
磨
中
学
校
） 

陸
上
競
技

播
磨
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

（
播
磨
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）
剣
道

播
磨
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ｂ

（
播
磨
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）
剣
道

伊
藤
　
繁
樹

（
錬
心
舘
空
手
道
　
播
磨
支
部
）
空
手

仲
西
　
杏
樹

（
錬
心
舘
空
手
道
　
播
磨
支
部
）
空
手

仲
西
　
凛

（
錬
心
舘
空
手
道
　
播
磨
支
部
）
空
手

仲
西
　
真
理

（
錬
心
舘
空
手
道
　
播
磨
支
部
）
空
手

清
田
　
一
翔

（
錬
心
舘
空
手
道
　
播
磨
支
部
）
空
手

田
中
　
佑
磨

（
錬
心
舘
空
手
道
　
播
磨
支
部
）
空
手

佐
藤
　
咲

（
錬
心
舘
空
手
道
　
播
磨
支
部
）
空
手

▲２月４日に表彰式が行われました

播磨町長　佐伯 謙作

いいとこ検索　Vol.４
令和６（2024）年４月号

楽
屋
裏

教育広報

きゃんぱすだよりきゃんぱすだより
いいとこ
a r i m a

保健師だより おげんきですか？

ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
お
届
け
す
る協

働
推
進
課
住
民
協
働
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

２
３
６
４

ま
ち
ア
ド
通
信 
 

地域と学校がオープンになるための取り組み

【まちづくりアドバイザーとは】　播磨町では、多様化・複雑化する地域の課題やニーズに、より細かく対応するため、
2020年度より「まちづくりアドバイザー」を配置しています。自治会活動やコミュニティ活動、自主的なまちづくり活動に
ついて専門的な視点から支援します。

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
具
体
的
な

話
が
で
て
い
ま
し
た
。
学
校

と
地
域
が
連
携
す
る
に
は
、

地
域
か
ら
学
校
へ
の
持
ち
か

け
以
上
に
、
学
校
か
ら
地
域

の
み
な
さ
ん
へ
相
談
す
る
機

会
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

保
護
者
以
外
が
学
校
に
入
っ

て
い
く
と
い
う
の
は
な
か
な

か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
事
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
っ

た
ニ
ー
ズ
を
つ
な
い
で
い
く

人
や
機
能
が
あ
る
こ
と
で
、

地
域
と
学
校
の
連
携
が
進
ん

で
い
く
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

▲グループワークの様子

　
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
13
年
。
地
震
発
生
時
刻
に

合
わ
せ
て
町
内
で
防
災
無
線
か

ら
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
、
私

た
ち
職
員
も
１
分
間
の
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
月

の
広
報
Ｐ
15
に
、
能
登
半
島
地

震
の
被
災
地
支
援
に
行
っ
た
職

員
か
ら
の
報
告
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
避
難
生
活
の
な
か
で
「
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
で
塩
分
が
多
く
、

血
圧
が
上
が
っ
た
」
と
い
う
人

も
い
ま
す
。
確
か
に
、
私
の
自

宅
の
食
品
ス
ト
ッ
ク
も
塩
分
が

多
い
で
す
。
考
え
て
備
え
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
宮
）

▲水道復旧支援に出発する職員（１月29日）

▶今月号に、令和６年度施政方針を掲載させ
ていただいております。ひとと暮らしをみら
いへ繋ぐまちづくりをめざして、皆さまと共
に安全を創り、皆さまと共に安心を感じたい
と思います。
▶被災地の早期復旧復興を支援するため派遣
していました播磨町の職員が任務を終え無事
戻ってまいりました。被災地で活動しました、
水道施設の応急復旧支援、避難所支援の様子
を報告させていただいております。
▶２月26日に小学６年生による子ども議会
が開催されました。するどい質問がたくさん
あり、私も真摯に答弁させていただきました。
子ども議員の皆さんの真剣なまなざしに、未
来の可能性を大いに感じるとともに、期待の
大きさに身が引き締まる思いを再認識しまし
た。これからも子どもの皆さんの意見をお聴
きしながら、子ども権利条例の制定に向けて
取り組んでまいります。
▶ふるさとＰＲ大使を、岡部祐希さん、レイザ
ーラモンＨＧさんに続き俳優の望月雅友さん
に委嘱しました。おとうさんといっしょ（Ｅテ
レ）のお兄さんとしても活躍中です。子育て中
の方やそのお子さまにも知名度がありますの
で、播磨町のＰＲにご協力していただきます。
▶春は「別れ」と「出逢い」の季節です。新しい
生活に期待と不安を感じられている方も多い
と思います。新たな扉を開く皆さまにエール
を送ります。
▶スポーツ賞表彰式で各賞を受賞された皆さ
ま、本当におめでとうございます。ご自身の努
力と周囲の支援の賜物であると思います。こ
れからもご精励ください。
▶４月27日にはりま春風フェスを開催しま
す。ＰＲ大使も出演予定です。たくさんの模擬
店やいろんな催しコーナーもありますので、
春の陽気のもと、皆さんぜひお越しください
ね。

地
域
の
「
大
切
な
人
」
と
と
も
に

　
播
磨
小
学
校
で
は
、
創
立
１
５

０
周
年
式
典
の
第
２
部
と
し
て
、

学
年
ご
と
に
地
域
の
方
々
と
座
談

会
を
開
き
ま
し
た
。
１
年
生
は

「
昔
遊
び
」
、
２
年
生
は
「
野
菜

作
り
」
、
３
年
生
は
「
播
磨
町
の

歴
史
」
、
４
年
生
は
「
播
磨
町
の

祭
り
」
、
５
年
生
は
「
防
災
」
、

６
年
生
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
、
特

別
支
援
学
級
は
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
」
等
、
各
々
の
学
習
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の

話
を
聞
い
た
り
、
質
問
を
し
た
り

と
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
座
談
会
を
生
活
科
や
総
合
的

な
学
習
の
き
っ
か
け
と
し
、
疑
問

に
思
っ
た
こ
と
を
調
べ
て
自
分
な

り
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
、
学
ん

だ
こ
と
を
他
学
年
に
広
め
た
り
と
、

各
学
年
で
学
習
を
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
は
、
視
野
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
、
自
分
た
ち
を
応

援
し
て
く
れ
る
人
が
地
域
に
も
た

く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
「
大
切
な
人
」
が
地

域
に
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。

い
つ
も
温
か
く
応
援
し
て
く
だ
さ

る
地
域
の
方
に
は
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
昨
年
度
頂
い
た
こ
の
ご
縁
を
大

切
に
し
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲座談会「昔遊び」(１年生)

▲座談会「まちづくり」（６年生）

　
全
国
的
に
学
校
と
地
域
の

連
携
を
進
め
る
動
き
が
活
発

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
各
学
校
に
は
学
校
評
議
委

員
会
と
い
う
学
校
を
評
価
す

る
仕
組
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
学
校
運
営
協
議
会

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
（
通
称
コ
ミ
ス
ク
）
）
と

い
っ
て
、
地
域
の
方
も
一
緒

に
な
っ
て
学
校
の
運
営
を
考

え
る
動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
２
つ
の
小
学
校
で

コ
ミ
ス
ク
と
は
な
に
か
、
播

磨
町
の
地
域
で
は
ど
ん
な
こ

と
が
起
き
て
い
る
か
を
お
話

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
先
生

方
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

「
学
校
で
起
き
て
い
る
こ
と

で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
お

願
い
し
た
い
こ
と
」
を
話
し

合
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
登

下
校
の
立
番
や
、
放
課
後
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
見
守
り
、
ミ

シ
ン
や
そ
ろ
ば
ん
な
ど
の
少

し
専
門
性
が
必
要
な
授
業
の

　
先
日
、
播
磨
小
学
校
、
播
磨
南
小
学
校
で
教
職
員
向
け
の
学

校
運
営
協
議
会
に
関
す
る
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

播磨小学校　
み
な
さ
ん
、
花
粉
症
で
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
花
粉
症
は
約
２
人
に
１
人
が

罹
患
し
て
い
る
ア
レ
ル
ギ
ー
で
す
。
花

粉
が
体
内
に
入
る
と
か
ら
だ
が
そ
れ
を

異
物
と
認
識
し
、
こ
の
異
物
（
抗
原
）

に
対
す
る
抗
体
を
作
り
ま
す
。
代
表
的

な
症
状
は
、
く
し
ゃ
み
や
鼻
水
、
目
の

か
ゆ
み
や
涙
目
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
花
粉
症
の
症
状
を
和
ら
げ
る

の
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
腸
内
環
境
を
整
え
る

腸
活
は
非
常
に
効
果
的
で
す
。
腸
活
に

よ
っ
て
腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
し
、
腸

の
運
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
で
免

疫
力
が
上
が
り
ま
す
。
毎
年
花
粉
症
の

症
状
が
出
る
方
は
、
本
格
的
な
花
粉
飛

散
開
始
の
１
週
間
前
ま
で
に
は
、
医
療

機
関
や
薬
局
を
活
用
し
て
お
薬
を
準
備

し
、
使
用
を
開
始

し
ま
し
ょ
う
。
飛

散
開
始
時
期
や
症

状
が
ご
く
軽
い
と

き
か
ら
お
薬
の
使

用
を
開
始
す
る
こ

と
で
、
症
状
を
抑
え
ら
れ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
心
身
の
調
子
を
整
え
て
、
４
月
か
ら

良
い
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
ょ
う
。

「
保
健
師
だ
よ
り
」
は
２
カ
月
に
１
回
、

偶
数
月
に
掲
載
し
、
健
康
情
報
を
お
届

け
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
健
康
に
役
立
て

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課
健
康
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

２
６
１
１

《
花
粉
症
の
予
防
方
法
》

・
花
粉
が
多
く
飛
散
す
る
時
間
帯
を
避

け
ま
し
ょ
う

・
顔
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
マ
ス
ク
や
眼
鏡

を
装
着
し
ま
し
ょ
う

・
花
粉
を
室
内
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う

に
手
洗
い
、
う
が
い
、
洗
顔
を
し
ま

し
ょ
う

・
食
生
活
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳
酸

菌
を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う

・
食
物
繊
維
を
含
む
も
の
や
緑
黄
色
野

菜
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う

・
ス
ト
レ
ッ
チ
や
歩
く
な
ど
の
適
度
な

運
動
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う

問

花粉症で苦しまないために、今できること

花粉症パンフ
レット（厚生
労働省）
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